
●柳井商業高等学校跡地の利活用を進めるに当たり、文化や教育に関する公共施設が集中して立地

している周辺一帯を「文教ゾーン」として位置づけ、整備の方向性をお示ししてきました。

●この度の市民会議における議論等を踏まえ、防災対策を更に充実させるとともに、「バタフライ

アリーナ」「サンビームやない」等周辺施設を含むゾーン全体の機能を一体的かつ相互補完的に

活用するため、『防災・文教・交流ゾーン』として位置づけを改めます。

●その上で、跡地利活用に係る現行案を生かしつつ、防災機能の強化やスポーツ交流の促進など

施設完成後の運用面の充実を図ることができるよう整備を行うものです。

『防災・文教・交流ゾーン』の整備に向けて

「文教ゾーン」 から 「防災・文教・交流ゾーン」 へ

避難所に指定される施設が集中して立地するなど市街地

における防災対策の拠点性を有するエリアであることから、

市民が防災について広く学ぶことができる機会の提供など

防災の取組を充実、強化します。

文化や教育に関する公共施設が集約されている利点を

生かし、柳商跡地に新たに整備する施設と既存施設との

連携、活用に取り組みます。

体育館を中心としたスポーツ交流、白壁の町並みに代表

される観光交流など地域の資源を活用し、様々な交流を生

んでいきます。
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